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　 1 ．は じめ に

　7 ン ク リー ト舗装で は ひ び割れ を防 ぐ目的で 目地 を設け るが 、目地は構造上 の欠点 にな り補強

が必要 になる 。 そ の 補強方法 と し て 、 目地 の 両側の ス ラ ブ の 荷重 伝達 を期待す る と同時に 、 で き

る だ け同
一平面 に保 っ よ う に す る た め 、普通 コ ン ク リー ト舗装 （以 下 PCP ）で は ス リヅ プバ ー

な ど の 補強鋼材 を使用 しス ラ ブの
一体化 を行 っ て い る 。 しか し転圧 コ ン ク リー ト舗装 （以下 RC

CP ）で は施工 上 の問題か ら こ の よう な補強はされ て お らず、目地部の荷重伝達は骨材の噛み合

わせ効果の み によ り行わ れ て い る ［1］。

　そ こで本研究で は 、 コ ン ク リ
ー ト硬化後 に コ ン ク リー トカ ッ タ ーに よ り溝 を設 け補強鋼材 を埋

設 して荷重伝達率を向上 させようとす る バ ース テ ヅ チエ 法 ［2］［3】に注 目 して 、 こ の 方法 を RCC

P の 膨張 目地 部の 補強法に用 い よ う と した もので ある 。 すなわち 、フ ラ ッ トバ ー （65mm × 6mm）を

補強鋼材と し て用 い た RCCP 膨張 目地部 と 、 ス リ ッ プ バ ー （φ2Bmm）を用 い 補強 した PCP 膨

張目地部 に つ い て 、 両者の 膨張目地部の 補強効果を室 内実験に よ り比較検討を行 っ た。

　 2 ．実験方法

　2 ． 1補強鋼材の 引き抜き試験　　　 表一．1　普通舗装用 コ ン ク リ
ートの 配合

　ス リ ヅ プ バ ー、フ ラ ッ ト

バ ーの 付着 力に関する検討

を行 うため 、 両者の 引き抜

き試験 を行 っ た 。 ス リ ッ プ

バ ーの 引き抜き試験用供試

体 は 、
40cm × 20cm × 20cmの 　　　　　　　表一2　転圧 コ ン クリ

ー
トの配合

固定 した型枠 に 、あ らか じ

め埋 め込み 長 さ 30cmの ス リ

ッ プ バ ー
を差 し込み 、道路

舗装用 コ ン ク リー トを流 し

込み作製 した 。 コ ン ク リー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一3　注入用セメ ン トモ ル タル の配 合
トの 配合表は 表 一 1 に 示 し て い る 。 フ ラ ッ トバ ーの 引 き

抜 き試験用供試体は 、 40cm× 20cm× 20emの 転圧 コ ン ク リ

ー ト塊を作製 し、硬化後 に コ ン ク リー トカ ッ ターに よ り

図
一 1 に示す よ うな位置 、深 さで 幅1，5c皿の溝を掘 っ た
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後 ・ 埋め込み 長 さ30cmの フ ラ ヅ トバ ーを溝に挿入 し・注 工 F −
1哩 鋼

入用の セ メ ン トモ ルタル を注入 し作製 した 。 転圧 コ ンク　　 ii
・
一

・お よび 注入用の セ ・ ・ ト・ ルタル の胎 表 をそ れ ii
そ れ 表

一 2 、表 一3 に 示 して い る 。 引 き抜き試験は 図一　 　 ii　 　 ？IB強剛材

2 に示 すよう に 、そ れぞれの 補強鋼材に ネ ジ溝付 き pc 　　　ii
鋼棒を溶接 した後、セ ン タ

ー
ホ
ー

ル ジ ャ ッ キ を用い て P 　　　　　 供試休

C 鋼棒を 200kg毎 に緊張 し引き抜 き量をダイヤル ゲージ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図

一2　引き抜 き試験
で 測定 する こ とに よ り行 っ た 。

　 2 ． 2 載荷試験

　 補強鋼材 によ り補強 した PCP

お よ び RCCP 膨張目地部の 補強

効果 の 検討 を行うため 、 図
一 3 に

示す よ うな 100cm× 100crn× 15cmの

膨張 目地 部の 実験用供試体で モ デ

ル 載荷試験を行 っ た 。

　 PCP 膨張 目地部の実験用供試

体は 、100cm× 13cm　X 目地板幅の 目

地板 に埋込み長 さが 60cmで 、配置

聞隔が 20cmの ス リッ プ バ ーを差 し

込 み 、そ の 目地板 を 100　em　x 　IOOcm

× 15cmの型 枠 内65cmの 位置 に 設置

し道路舗装用 コ ン ク リー トを流 し

込 み作製 した 。

　 RCCP 膨張 目地部の 実験用 供

試体作製方法 は次の 通 りで あ る 。

まず 100cmx65cm 　x　15cm  、100cm

x35cmX15cm   の転圧 コ ン ク リー

トを作製 する 。   、   を長 さ方向

に合わせ コ ン ク リ
ー

トカ ヅ タ
ー

に

よ り  、  共 に 30cmX8 ．5cmX1 ．5
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図一3　室内載荷試験用供試体 （RCCP512 ）

表一4　供試体名称

供試体名 称 補 強鋼 材 配 置 聞隔 本数 目地版幅

PCP12 ス リ ッ プ パ ー 20cm5 本 12mm

PCP24 ス リ ツ ブ バ
ー 20cm5 本 24mm

RCCP5i2 フラ ヅ トバ ー 20cm5 本 12lnm

RCCP524 フ ラ ッ トバ ー 20cm5 本 24mm

RCCP312 フ ラ ッ トパー 40cm3 本 12mm
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cmの 溝 を掘 る 。 こ の ときブ ラ ッ トパ ー
の配置間隔

が 20cmおよび 40cmとなる ような供試体別の溝を掘

る 。 最後 に突 き合わせ 目地 を仮定 し  、  の 間に

100cmX13c皿 × 目地板幅の 目地板 をはさみ 突き合わ

せ た後 、溝に埋込み 長 さが 60cmの フ ラ ッ トバ ーを

挿入 して 注入用の セ メ ン トモ ル タル を溝 に注入 し

RCCP 供試体 を作製 した 。 補強鋼材の 埋め 込 み

深さは 、ス リッ プバ ーは供試体断面の 中央と し 、

フ ラ ッ トバ ーは供試体断面の 上部よ り 8．5cmと した 。

　 　 　 　 　 　 　 P

° た 翻 瓣 1
＋ 一一一 ロ ードセ ル

← H 型 鋼

　 フラ ッ トバ ー

3

　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、．
　」

・囀 ・
韆 、．il難路・…

1
　　 ，・．鍵 黥

’

35cm30c 皿 35cm

　供試体の タイプ は PCP 実験用供試 体は 目地板

幅を変 えた 2 種類で 、 RCCP 実験用 供試体は 目　　　　　　図
一4　室 内載荷方法

地板幅 を変えたもの と、フラ ッ トバ ー
の配置間隔を変え た もの の 3種類、計 5種類の実験用供試

体を用 い た 。 また補強鋼材は舗装版の 膨張目地部 を考慮 して交互 に付着力を切る 目的で ア ス フ ァ

ル ト乳剤を塗布 した 。 実験用供試体　　 5

の名称 お よび補強鋼材の種類 、配置
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 4
間隔 、 本数等は表 一4 に示す 。 載荷

方法 は図
一4 に 示 すよ うに路盤の上 G

・供試体・置 ・ ・接地 円直径… m嘘
3

黼 板 に よ り載荷 した ・ 路盤 は粒度 匙
調整路盤 と し 、 その 締め固め度は 97ac
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 面
％、支持力係数は K3 。

＝ 25  f！em　
2
で 　　 1

あっ た 。 載荷に際して 、 荷重 は0．5t

間隔で 増加 させ 、 供試体上 面の た わ　　 0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　0．2　　　　　 0．4　　　　　 0．6　　　　　 0．8
み 、路盤の 土圧 、補強鋼材の ひず み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 引き抜き量 （C皿）
など の 測定 を行 っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一5　 引 き抜 き試験結果
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　 3 ．実験結果

　 3 。 1補強鋼材の 引き抜 き試験結果

　図
一5 に補強鋼材の引き抜 きカ

ー
引き抜き

量関係図を示す 。 引 き抜 き量 の 差 はある が埋

込み 深 さ 30c皿の 引抜 きカ はス リッ プバ ー、フ

ラ ヅ トバ ー
共3．5t付近で付着 を失 っ て い るこ

とを考慮 すれば 、 バ ース テ ッ チ工 法に よる R

CCP 膨 張目地部の 補強鋼材 に 、断面 65mmX

6mmの フ ラ ヅ トバ ーを用い て もに十分膨張 目地

部の 補強効果が期待 で きる もの と思われる 。

　 3 ． 2 室内載荷試験結果

　 （1 ）破壊荷重 とひびわれ性状

　各供試体の破壊荷重 とひ び われ 性状を表
一

5 に示 す e 補強鋼材 によ り補強 した コ ンク リ

表
一5　破壊荷重お よび ひ び われ性状

供試体 破壊荷重 （t） 下面ひ びわれ

PCP12 7 ．0

PCP24 6 ．5
）

RCCP512 9 ．0

RCCP524 16 ．5

RCCP312 14 ．0
’
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一
ト版の 荷重 に よ る 破壊は一般に

［4］、補強鋼材 の荷重伝達 によ り荷

重 直 下 の補強鋼材下 の コ ン ク リ
ー

トの 支圧強度を上 回る時 に 、 ひび

わ れが発生 し破壊 に至 る 。 PCP

12、 PCP24 、 RCCP512 の 3供

試体 に っ いて はひびわ れは載荷側 、

非載荷側の両方に発生 して お り、

破壊過程を考慮する とこ の 3 供試

体は十分に荷重の 伝達が行わ れて

い たと思われ る 。 RCCP524 、　 R

CCP312 の 2 供試体 に っ い て は載

荷側の み ひび割 れが発生 して い る

こ とか ら、こ の 2 供試体にっ い て

は 十分な荷重 の伝達が行わ れ て い

なか っ た と思わ れ る 。 すなわ ち非

載荷側の 補強鋼材に作用 す る荷重

が弱 いため に非載荷側ス ラブ には

大 きな曲げ応力および フ ラ ヅ トバ

ー
によ る支圧 応力が作用 して なか

っ た もの と思 わ れ る 。

　 〔2 ）載荷荷重 と たわみ
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図 一7　荷重 一たわみ関係図 （RCCP524 ｝

　図
一 6 に荷重伝達が 良好 と思え る RCCP51

2の 荷重
一

たわ み関係図を 、図
一7 に荷重伝達が

不 良 と 思 え る RCCP524 の 荷nt　一た わ み 関係図

を示 す 。 RCCP524 の たわ み は載荷側測定点 、

1 ・2 ・3 の 位置 （図 一4 参 照）に集中 して お

り、非載荷側 には たわ みの発 生が 少な い が 、R

CCP512 の場合は非載荷側のたわみ も載荷側の

たわ み と同様な たわ み の 発生 がみ られ る 。 こ の

両供試体の たわ み状態を見て も RCCP512 が R

CCP524 よ り有効 に 載荷側か ら非載荷側 へ の 荷

重の 伝達がわ か る。

　 （3 ）荷重伝達率

　各供試体の 荷重伝達率は図
一8 の位置の たわみ δ 1、

δ 2を用 い て計算を行っ た 。荷重伝達率は次の式か ら求

め た 。

　 　 　 　 　 　 　 2 δ 2
荷重伝達率 二

　 　 　 　 　　 　 δ 1＋ δ2
× 100 （％ ）

阻
1 皿

δ2

i 
5　卩1
「・，
「●｝
，

i1

「、
δ 1

図
一8　荷重伝達率

表 一6　荷重伝達率

荷重伝達率 （％ ）

PCP12 80 〜 85

PCP24 78 〜 83

RCCP512 77 〜 82

RCCP524 60 〜 65

RCCP312 70 〜 73
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各供試体の 荷重伝達率を表
一6，に示す 。

載荷荷重の大 きさに よ っ て 異なるの で表

には範囲で 示 して い る 。

　 （4 ）載荷荷重 と土圧

　図一 9 に RCCP 供試体の 荷重 一
土 圧

関係図を示 す 。 RCCP524 、　 RCCP3

12に関 して は載荷荷重 に よっ て路盤の 土

圧の 増加が 顕著にみ られ るが 、RCCP

512に関 して は載荷荷重 による路盤の土圧

の 増加が前の 2 供試体 に比 べ 少な くな っ

て い る 。 こ れは RCCP524 、
　 RCCP3

12に っ いて は荷重の 伝達が 悪いた め、載

荷側 に応 力の 集中が 起こ り 、 載荷荷重の

増加 に伴 い路盤の 土 圧が増加 した もの と

思 わ れ る 。 こ の 2 供試体の 場合に は載荷

荷重が ス ラブ の曲げに作用するよ りも直

接路盤に作用 し土圧 の増加をもた らす 効

果が大で あ っ た た め、表
一5 で 表 した 破

壊荷重 が大 とな っ たもの と思 われ る 。

（5 ｝考察

　 本実験 にお い て 補強鋼材群 が負担する

応力 を便宜上 次の よ う に し て 求 め る 。 図

一 10 より両ス ラ ブ を一体 と して考え、

加えた 荷重 P とス ラブ の たわ み状態よ り

求め た地盤反力とをっ りあわせ地盤係数

を求め る 。 補強鋼材群が非載荷側 に荷重

を伝達 する荷重 P2 は、載荷荷重 と載荷側

の ス ラ ブ に作用する 荷重 P1 と の 差 とする 。

こ の P2 を載荷荷重 P で割 っ た ものが 各供
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図 一9　 荷 量一土圧 閲 係図
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図
一10 　補強鋼材群の 伝達する 荷重

試体の 補強鋼材群が受け持つ 荷重負担率とす る 。 こ の よ

う に求 めた もの が表 一 7 で ある 。 表 一7 よ りス リッ プ バ

ーを補強鋼材 と して用 い た PCP 供試体の場合、目地板

幅が 12mmか ら 2 倍 にな っ て も荷重 負担率は 25 ％以上 を

得て いるが 、フラ ッ トバ ーを補強鋼材として用 い た RC

CP 供試体で は半減 して い る 。 これはフ ラ ッ トバ ー
の 曲

げ剛性が小 さいた めで あ り、膨張目地の補強鋼材に フ ラ

ヅ トバ ーを用い る場合 には 目地板幅に注意する必要があ

る 。 またフ ラ ッ トバ ーの 配置 間隔 を広げ本数を 5 本か ら

3 本 に変え た場合、そ の 補強鋼材群が 受け持っ 荷重負担

表 一7　補強鋼材群の 荷重伝達率

荷重伝達率 （％ ）

PCP12 25 〜 28

PCP24 ・ 26 〜 29

RCCP512 23 〜 26

RCCP524 10 〜 15

RCCP312 15 〜 21
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率は約 5 ： 3 にな っ て お りフ ラ ヅ ト

バ ー
の 本数 に影響 して い るこ とが 確

認で き る 。 補強鋼材群 の 荷重 負担率

膿鬟鬻 難毳灘蒹3
も影響がで て くる もの と思わ れる 。 　 躰

　本実験 で の 両補強鋼材の ひ ずみ 状　6

態を図一 11 に示 す［4】。 こ の 図の横

軸は補強鋼材の 中央で ある 目地板 を

原点 と した長手方向で あり、縦軸は

補強鋼材の 下側の 引張 を正 と した ひ

ず み で 、破壊直前の 補強鋼材の ひず

み として いる 。 この 図で 目地板付近

の載荷側鋼材ひずみ が最 も大き く、
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図一 11 　補強鋼材の ひずみ状態

30

　　　　　　　　　　　　　　　 フ ラ ッ トバ ー
の ひずみ は ス リ ッ プ バ ー

の ひずみ よ り大で ある 。

こ れ は補強鋼材の 支持力係数に寄与す る も の で あ り［5］、こ の ひ ずみ 状態が 荷重 に よ る コ ン ク リー

ト版の 破壊耐力 に影響 される もの と思 われ、今後の検討 と して こ の 点 に っ い て研究 を進め た い 。

　 4 ．結論

　本研究で は RCCP 膨張目地部の 補強法に 、 補強鋼材と して フ ラ ッ トバ ー （65mm　×　6mm）を用 い

る こ とが可能か どうか につ い て検討 したもの で ある が 、 本研究の範囲内で次の こ とが い え る 。

　  RCCP 膨張目地部の補強に フラ ッ トバ ーを用 い たバ ース テ ッ チ工 法の 補強効果が認 め られ 、

フ ラ ッ トバ ー
は補強鋼材 と して使用可能と思 わ れ る 。

　  RCCP 実験用供試体で は目地幅 を 2倍 した場合 、 フ ラ ッ トバ ー群が受 け持 っ 荷重負担率 は

そ の 曲げ剛 性が 小 さ い ため半減 した 。 また フ ラ ッ トバ ーの 本数 を変化 させ た と き フ ラ ッ トバ ー
が

受 け持 っ 荷重負担率はそ の 本数 に 影響 される こ とがわか っ た。

　  荷重伝達率が 低い と思 わ れ る膨張 目地部で は、荷重 に よ る 応力集 中が載荷下 に起 こ り路盤 の

土 圧が 増加する傾向が あるため 、 路盤の支持力係数 を高 い もの にする必要が ある 。
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